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議
員　

石
岡
市
は
企
業
集
積
や
豊
か
な

自
然
環
境
な
ど
、
地
域
資
源
が
数
多
く

あ
り
、
高
速
道
路
や
鉄
道
な
ど
、
優
れ

た
交
通
網
も
整
っ
て
い
る
。
石
岡
駅
を

経
由
し
た
Ｔ
Ｘ
の
茨
城
空
港
延
伸
は
、

本
県
全
体
の
経
済
や
観
光
な
ど
を
活
性

化
す
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

県
内
延
伸
の
実
現
に
は
、
必
要

な
資
金
の
調
達
や
、
採
算
性
の
確
保
な

ど
の
問
題
も
あ
る
が
、
ル
ー
ト
も
含
め

て
幅
広
く
検
討
を
行
い
、
実
現
に
向
け

て
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　
「
石
岡
の
お
ま
つ
り
」
な
ど
茨

城
の
魅
力
あ
る
祭
り
を
生
か
し
て
、
Ｐ

Ｒ
や
観
光
振
興
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

情
報
発
信
の
充
実
と
体
験
型

観
光
に
よ
る
誘
客
促
進
に
重
点
的
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
体
験
型
観
光
に
取

り
組
む
市
町
村
を
支
援
す
る
な
ど
、
関

係
者
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
一

体
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、

観
光
振
興
に
全

力
で
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
競

争
力
の
あ
る
強

い
梨
産
地
の
育

成
、
恋
瀬
川
の

氾
濫
対
策
な
ど

も
質
問
）

議
員　

本
路
線
は
地
域
の
経
済
や
産
業

を
支
え
る
と
と
も
に
常
磐
道
や
圏
央
道

へ
接
続
す
る
大
変
重
要
な
幹
線
道
路
で

あ
る
。
早
期
の
四
車
線
化
が
強
く
望
ま

れ
て
い
る
が
、
今
後
の
整
備
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

白
山
地
区
の
約
七
百
㍍
に

つ
い
て
、
今
年
度
中
の
暫
定
三
車
線
供

用
を
目
指
す
と
と
も
に
、
四
車
線
化
に

向
け
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。
そ
の

西
側
の
未
整
備
区
間
三
・
一
㌔
に
つ
い

て
は
、
特
に
渋
滞
の
著
し
い
新
取
手
駅

前
の
交
差
点
を
含
む
約
八
百
㍍
の
整
備

に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
。

議
員　

小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
※
と
い
っ
た

問
題
に
対
処
す
る
に
は
、
幼
児
教
育
施

設
で
の
学
び
や
生
活
と
、
小
学
校
教
育

を
円
滑
に
接
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
考
え
る
が
、
そ
の
た
め
の
方
策
は
。

教
育
長　

茨
城
県
保
幼
小
接
続
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
活
用
に
よ
っ
て
情
報
共
有

を
図
り
、
市
町
村
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
な
ど
中
心
的
な
役
割
を
担
う
人
材

を
育
成
し
て
い
る
。
相
互
参
観
の
取
り

組
み
を
県
内
に
広
め
る
な
ど
円
滑
な
接

続
を
支
援
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
保

育
士
の
確
保
、

儲
か
る
農
業

の
実
現
な
ど

も
質
問
）

戸井田　和之 議員
いばらき自民党
石 岡 市 選 出

一括方式

議
員　

地
域
に
と
っ
て
最
も
望
ま
し
い

公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に
向
け
、
今

後
ど
の
よ
う
に
市
町
村
と
連
携
し
、
ま

た
、
市
町
村
を
支
援
し
て
い
く
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

公
共
交
通
空
白
地
域

の
解
消
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
新
規
導
入
な
ど
に

取
り
組
む
市
町
村
も
支
援
の
対
象
に
加

え
た
。
こ
の
ほ
か
、
県
内
四
地
域
に
設

置
し
た
協
議
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
活
用
し
、
市
町
村
と
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
の
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保

に
向
け
て
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

外
国
人
材
に
関
す
る
制
度
が
大

き
く
変
わ
る
今
、
茨
城
農
業
を
支
え
る

外
国
人
材
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
べ

き
だ
が
、
今
後
の
活
用
の
方
向
性
は
。

農
林
水
産
部
長　

儲
か
る
農
業
の
実
現

に
は
、
外
国
人
材
の
活
用
が
必
要
で
あ

る
。
外
国
人
材
に
選
ば
れ
る
茨
城
と
な

る
た
め
に
は
、
住
環
境
や
相
談
体
制
な

ど
の
受
け
入
れ
環
境
の
整
備
が
重
要
で

あ
り
、
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、
環
境

整
備
に
向
け
た
対
応
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
制
度
運

用
の
体
制
を
整

え
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
東

海
第
二
発
電
所

の
再
稼
働
、
保

健
所
の
再
編
な

ど
も
質
問
）

議
員　

選
手
の
育
成
、
お
も
て
な
し
機

運
の
向
上
、
施
設
充
実
な
ど
の
国
体
レ

ガ
シ
ー
や
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
活

用
し
た
地
域
振
興
を
推
進
す
る
専
門
部

局
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
現
代
社
会
が
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
力

を
持
つ
と
考
え
て
お
り
、今
後
、ス
ポ
ー

ツ
を
地
域
資
源
と
捉
え
、
活
用
で
き
る

人
材
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

専
門
組
織
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
他
の

自
治
体
の
状
況
や
県
民
意
識
な
ど
を
踏

ま
え
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

県
道
菅
谷
小
原
内
水
戸
線
交
差

点
か
ら
国
道
一
一
八
号
ま
で
の
区
間
に

お
け
る
バ
ー
ド
ラ
イ
ン
は
交
通
量
が
増

加
す
る
な
ど
し
て
お
り
、
県
道
に
昇
格

さ
せ
整
備
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
所
見
は
。

土
木
部
長　

当
区
間
は
那
珂
市
道
で

あ
り
、
四
車
線
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ

て
い
る
。
県
道
昇
格
に
つ
い
て
は
将
来

の
交
通
需
要
も
見
据
え
、
那
珂
市
と
も

調
整
し
な
が
ら
、
県
道
と
し
て
整
備
す

る
必
要
性
な
ど
を

総
合
的
に
考
え
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
北
方

領
土
学
習
、
県
道

額
田
南
郷
田
彦
線

バ
イ
パ
ス
整
備
な

ど
も
質
問
）

中村　　修 議員
いばらき自民党
取 手 市 選 出  

一括方式

先﨑　　光 議員
いばらき自民党
那 珂 市 選 出  

分割方式

本澤　　徹 議員
無　　所　　属
鉾 田 市 選 出  

一括方式

農
業
に
お
け
る
外
国
人
材
の
活
用

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
石
岡
経
由

茨
城
空
港
延
伸

茨
城
の
魅
力
あ
る
祭
り
を
生
か
し
た

観
光
振
興

国
道
二
九
四
号
の
拡
幅

広
域
農
道
バ
ー
ド
ラ
イ
ン
の

県
道
昇
格
と
整
備
推
進

公
共
交
通
の
維
持
・
確
保

国
体
後
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を

活
用
し
た
地
域
振
興

保
幼
小
の
接
続
︵
学
び
の
連
続
性
︶

　

本
委
員
会
（
西
條
昌
良
委
員
長
）
で
は
、「
新
た
な
県
総

合
計
画
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
の
調
査
・
検
討
結
果
を
、
九

月
の
第
五
回
委
員
会
で
提
言
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
今
定
例

会
最
終
日
（
九
月
二
十
七

日
）
に
中
間
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

　

提
言
で
は
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
社
会
づ
く

り
」
や
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
対
策
」、「
県
の
枠
を

超
え
た
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
化
」
な
ど
の
重
要
性

を
述
べ
、
趣
旨
を
尊
重
し

て
計
画
策
定
に
当
た
る
よ

う
知
事
に
求
め
ま
し
た
。

新
し
い
茨
城
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会

﹁
新
た
な
県
総
合
計
画
の
在
り
方
﹂
に
つ
い
て
提
言

ことば ※【小１プロブレム】…小学校１年生などの教室において、学習に集中できない、教師の話が聞けずに授業が成立しないなど、学級がうまく機能しない状況。

石岡のおまつり

整備が進む国道294号（取手市）

大井川知事に提言書を手渡す山岡議長と西條委員長（写真
左から常井副議長、議長、知事、委員長、萩原副委員長） 国体・障害者スポーツ大会

カウントダウンボード点灯式

鉾田市内を走る路線バス

一般質問（要旨）

９
月
７
日︵
金
︶

　

戸と

い

た
井
田　

和か
ず
ゆ
き之　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

本ほ
ん
ざ
わ澤　

　
　

徹
と
お
る　

　
　
︵
無　
　

所　
　

属
︶

　

中な
か
む
ら村　

　
　

修
お
さ
む　

　
　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
10
日︵
月
︶

　

先ま
っ
さ
き㟢　

　
　

光
ひ
か
る　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

高た
か
さ
き崎　

　
　

進
す
す
む　

　
　
︵
公　
　

明　
　

党
︶

　

磯い
そ
ざ
き崎　

　

達た
つ
や也　

　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
11
日︵
火
︶　

　

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子　

　
　
︵
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

　

飯い
い
だ田　

　

智と
し
お男　

　
　
︵
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
︶

　

岡お
か
だ田　

　

拓た
く
や也　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

９
月
12
日︵
水
︶

　

上う
え
の野　

　

高た
か
し志　

　
　
︵
日
本
共
産
党
︶

　

安あ
ん
ど
う藤　

真ま

り

こ
理
子　

　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

　

石い
し
い井　

　

邦く
に
か
ず一　

　
　
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

●
質
問
者


